


謹啓　時下初秋の折柄ますます御清祥の段慶賀の至りに存じ上げます
さて過日 ○○○儀 永眠の際は御懇篤なる御弔慰を頂きかつまた御丁重なる御供物を賜り御芳志誠に有難く厚く御礼申し上げます
つきましてはここに三十五日忌を相営みましたので拝趨の上忌明け御礼の御挨拶を申し上げるべきところはなはだ略儀ながら書中をもって謹んで御礼申し上げます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具
  　年　月　日

施　　主　○　○　○　○　
親戚代表　○　○　○　○　

[bookmark: _GoBack]　おっていささか心ばかりの粗供養の印を御受納下さいますようお願い申し上げます　　　　　　　　　
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